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1. 緒言 

1980 年代以降、製造小売企業(SPA)が誕生し

発展してきた。このように、SPA 化の流通シス

テムや経営学的な研究が進む一方で、顧客の購

買行動に与える影響については十分な理解が

進んでいない。そこで本研究は、SPA を行う企

業と SPA を行わない企業の顧客の間で、意思

決定を比較検討することを目的とする。 

2. 研究方法 

本研究は SPA を行うスポーツブランドと非

SPA の小売を取り上げた。顧客の意思決定とし

て、プロダクト品質、サービス品質、イメージ

一致、顧客満足、再購買意図に関する質問項目

を先行研究から援用した（e.g., Brady & Cronin, 

2011）。SPA と非 SPA に関する 2 種類のアンケ

ートを、非 SPA の小売店内で配布し、125 票の

有効回答を得た。SPA と非 SPA の間で、顧客

の意思決定に関する 9 要因の比較検討を行う

ため、SPSS を用いて多変量分散分析を実施し

た。 

3.  結果の考察 

 SPA と非 SPA の間で、相互作用品質と店舗

雰囲気、顧客満足、再購買意図で有意差が確認

され、いずれも非 SPAの評価の方が高かった。

一方、SPA と非 SPA の間で、プロダクトデザ

イン、機能、価格、店舗デザイン、イメージ一

致の 5 要因間では有意差が認められなかった。

以上の結果から、本研究で設定したすべての仮

説が支持されなかった。仮説が支持されなかっ

た原因にサンプリングの問題がある。本研究の

調査が非 SPA の店内であった。このため、対

象者が非 SPA に対して好意的に回答し、偏っ

た回答が結果に影響したことは否めない。しか

し、プロダクト品質とイメージ一致の平均値に

着目すると、有意差はなかったものの、仮説に

沿った結果であり、この 2 要因については SPA

の評価が高かった。 

 

 

 

4. 結論 
本研究は、流通で SPA 化が進む消費者行動

を、顧客サイドから検討した。今後、スポーツ

用品産業の SPA 化を顧客視点で調査する研究

の一助として、本研究が役立つことを期待する。 
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